に つ こうおんべ い 

日光 掩蔽 

によ かしょうらん 

如 可承攬 

其 雨 普 等 

そ つど じゅうごう 

率土 充洽 

さんせん けんこく 

山川 険谷 

大小 諸樹 



ちじょうしょう：：：' よう 

地上 清涼 

しほう ぐげ 

四方 倶下 



ゆうす、，' しょじょう 

幽邃 所 生 



靉靆垂 布 



ソ ゆうじ ゆむ n 



きぼく やくそう 

卉 木薬艸 



「もし 憚 ながらお 布施 申しましょう ご 

うしろ やさ いおう ざん 

背後から 呼ぶ 優しい声に、 医 王 山の 半 腹、 樹木の 

鬱葱 たる 中 を 出で て、 ふと 夜の 明けた ように、 空 澄み、 



きょ はじめ ごと 

気 清く、 時し も 夏の 初 を、 秋 見る 昼の 月の 如く、 

ゆくて はるか たかね にちりん あお こうさか がくぜん 

前途 違なる 高峰の 上に 日輪 を 仰いだ 高 坂 は、 愕然とし 

て 振 返った。 

人の 声 を 聞き、 姿 を 見ようと は、 夢にも 思わぬ まで 

よびか 

遠く 里 を 離れて、 はや 山 深く 入って いたのに、 呼 懸け 

たの は 女であった。 けれども、 高 坂 は 一見して、 直に 

何ら 害心の ない 者で ある こと を 認め 得た。 

かたてお が ゆびさき うつむ 

女 は 片手 拝みに、 白い 指 尖 を 唇に あてて、 俯向いて 

きょ 一つ 

経 を 聞きつつ、 布施 をしょう というので あるから、 

「R 口、 私 は 出家じゃありません ご 

たちどま 

と 事 も なげに 辞退しながら、 立 停って、 女の その 雪 



-っえ じに 

て、 餓死 をす るそう でございます。 

あなた きこ リ 

本当に 貴方が おっしゃ います 通り、 樵 夫が お教え 申 

ひ だ すえつ ろ かなめいし 

しました 石 は、 飛驊 まで も 末広がりの、 医 王の 要石と 

申しまして、 一 度 踏 外します と、 それ こそ 路が ばらば 

ら にな つ てし まいます よご 

ほく こく 

名 だた る 北国 秘密の 山、 さも こそと 思った けれども 

「しかし 一体、 医 王と いう ほど、 此処で 薬草が 採れる 

なぜ へだた ゆきかよ い 

のに、 何故 世間と は隔 つて、 行 通がない のだろう ご 

うけたまわ おとめ やま 

「それ は、 あの 承 ります と、 昔から 御領 主の 御禁山 

で、 滅多に 人 をお 入れな さらなかった 所為なん で ござ 

いますって。 御領 主ば かりで も ござん せん。 結構な 



あなた おきよう たとい 

貴方 は、 そうして 御 経 をお 読み 遊ばす くらい、 縦 令 

ち つ きづ か い 

お 山で 日が 暮れても 些ともお 気遣な 事 は) /ざい ま すま 

いと 存じます ご 

ちかづ 

言い かけて また 近 き、 

「あの さようなら、 貴方 はお 薬になる 草 を 採りに おい 

でな さるので ござんす か いご 

しょうしょう ねがい 

「 少 々 無理な 願 です がね、 身内に 病人が あ つて、 と 

なお きま 

て も 医者の 薬で は 治らん に 極った ですから、 この 医 王 

ほか こころあたり 

山で なくって 外にない、 私が 心 当の 薬草 を 採りに 来 

たんだが、 何、 姉さん は 見 懸けた 処、 花で も 摘みに 上 

るんで すか ご 



ごん か 

言下に、 

「実際，， 命懸で 来ました ご と 思いん つて 答える と、 女 

はしめ やかに、 

「それで は、 よくよくの 事で お あんなさい ましょうね 

え 

むず か おやま t こに こ 

でも 何も そんな 難しい 御山ではありません。 但 

こ こ れ いざん こぼ う つ ちゃ 

此処 は 霊山と か 申す 事、 酒 を 覆したり、 竹の 皮 を 打棄っ 

たりす る処 ではない ので ございます。 まあ、 難 有い 

けいだい うえ がた ごもん 

お 寺の 庭、 お宮の 境内、 上つ方の 御門の 内の ような、 

歩けば 石 一 つありません でも、 何となく 謹みません 

となりません ばかりな ので ござ います。 そして 貴方 は 



「もし、 御 案内が てら、 あの、 私が お前へ 参り ましよ 

うけたまわ 

う。 どうぞ、 その 方が お 話 も 承 りょう ございます 

ゝ ？ o 

力、 ら 」 

いちぎ わらじ かたよ 

一議に 及ばず、 草鞋 を 上げて、 道 を 左へ 片 避けた、 

やわらか はずえ はぎ すそ 

足の 底へ、 草の根が 柔 に、 葉末 は 脛 を 隠した が、 裾 

いばら てんち かん はおと 

を 引く 荊 もな く、 天地 閑に、 虫の 羽音 も 聞えぬ。 

「御免なさい まし ご 

はなう リ たもと と はなびら おし そで 

と 花 売 は、 袂 に 留めた 花片 を厝ゃ はら はら、 袖 を 胸 



に 引合せ、 身 を 細く して、 高 坂の 体 を 横に 擦 抜けた そ 

の 片足 も萚の 中、 路 はさば かリ 狭い ので ある。 

たちなお もすそ 

五 尺ば かり 前に すらりと、 立直る 後 姿、 裳 を 籠め た 

あさ * き くまど 

草の 茂り、 近く 緑に、 遠く 浅葱に、 日の 色 を 隈取る 他 

ぼく 

に、 一 木の ありて 長く 影 を 倒す にあらず。 

うしろ 

背後から 声を掛け、 

「大分 草深くな ります な。 」 

いただき はえ ひと だけ 

「段々 頂 が 近いんで すよ。 やがて この 生が 人 丈に 

なって、 私の 姿が 見えません ようになり ますと、 それ 

くぐ ところ 

を 潜って 出ます 処が、 もう 花の 原で ございま すご 

なで かた ゆる べに 

と撫 肩の 優しい 上へ、 笠の 紐 弛く、 紅の ような 唇 を 



ふりむ すず めもと えみ 

つけて、 横顔で 振 向いた が、 清し い 目許に 笑 を 浮べて、 

あなた からてん じく 

「どうして 貴方 はそんな に まあ 唐 天竺と やら へ でもお 

^ で 遊ばす ように 遠 ぃ処 とお 思いな さるので ございま 

しょう。」 

高 坂 は 手なる 杖 を 荒く 支いて、 土 を 騒がす 事 さえせ 

r\ つ-, t fe U - 

ず、 瘼 んで 浚に 続き、 

「久しい 以前です。 一体 誰でも 昔の事 は、 遠く 隔っ 

い つ しょ はるか 

たように 思う のです から、 事柄と 一所に 路ま でも 遙 

みんな 

に 考える のか も 知れません。 そうして 先ず 皆 夢です 

よ。 

のこらず 

けれども 不残 事実で。 



て、 父が 私たちに 聞かせる わけの もの じ やない。 

おつかさん きいきい おとな 

母 様 は 病気が 悪い から、 大人しく しろよ、 くらいに し 

で +6、„ り うち 

てあつ たんです が、 何となく、 人の 出入、 家の 者の 

たちいふるまい 

起居 挙動、 大病と いうの は 知れる。 

かっこう あたま は 

それに その 名医と いうの が、 五十 恰好で、 天窓の 兀 

やさがた 

げたく せに 髪の 黒い、 色の 白い、 ぞ ろり とした 優形な 

おやじ じ や め かさ 

親 仁で、 脈 を 取る にも、 蛇の目の 傘 を 差す にも、 小指 

そら じょろう きせる 

を 反して、 三本の 指で、 横笛 を 吹く か、 女郎が 煙管 を 

てっき 

持つ ような 手 付 をす る、 好かない 奴。 

きんじょ かけだ くす リとリ 

私が ちょこちょこ 近処 だから 龃 出して は、 薬 取に 

行く のでした が、 また 薬局と いうの が、 その 先生の g 



こだつ の ところ げん やくし 

その 頃 父 は 小 立 野と 言う 処 の、 験の ある 薬師 を 信 

心で、 毎日 参詣す るので、 私 もちよい ちょい 連れられ 

て 行ったです。 

のち うば ひ まいり 

後 は 自分ば かり、 乳母に 手を曳 かれて ぉ詣 をし ま 

した ッけ。 別に 拝みよう も 知らないので、 唯、 母親の 

病気の 快くなる ようと、 手 を 合せる、 それ も 遊び半分 _ 

さかやき そ 

六月の 十五 日 は、 私の 誕生日で、 その 日、 月 代 を 剃つ 

もん つきそで き 

て、 湯に 入って から、 紋 着の 袖の 長いの を 被せて もら 

いました。 

おかし すそもよう いつ もん 

私が と 言って は 可 笑いでしょう。 裾模様の 五 ッ紋、 

熨斗目の 派手な、 この頃 聞き や 加賀染 とかいう、 菊 だ 



はぎ もん 

の、 萩 だの、 桜 だの、 花束が 紋 になって いる、 時節に 

いろいろ そめ ま もっと いまどき 

構わず、 種々 の 花を染 交ぜて あります。 尤も 今時 そ 

たこく もちろん 

んな紋 着 を 着る 者 はない、 他国に は 勿論ないで すね。 

いちじ 

一体 この 医 王 山に、 四季の 花が 一時に 開く、 その 景 

勝 を 誇る ために、 加賀 ばかりで 染める の だそう ですな。 

まあ、 その 紋着を 着たん です ね、 博 多に 緋の 

いっぽん どつ こ こどもお び 

一 本 独鈷の 小児 帯 なぞで。 

きれい おくれげ かき あ 

坊や は 綺麗に なりました。 母 も 後 毛を搔 上げて、 そ 

ちょ うず う ば うしろ は お 

して 手水 を 使って、 乳母が 背後から 羽織らせた 紋 着に 

手 を 通して、 胸へ 水色の 下 じめ を 巻い たんだが、 自分 

しめ 

で、 帯 を 取って^よう とすると、 それなり 力が 抜けて、 



こういうと、 何だか 明 方 だか 晚方 だか、 まるで 夢の 

ように 聞え る けれども、 渡 を 渡った に は 全く 渡った 

です よ。 

やまじ ふもと 

山路 は 一 日が かりと 覚悟 をして、 今度 来る に は 麓 

きのう ちょうど ぜん おなじ ひ る 

で 一 泊した です が、 昨日 丁度 前の 時と 同 一 時刻、 正午 

ひ あ-. こ J や-こ) 

頃です。 岩 も 水 も 真白な 日当の 中 を、 あの 渡 を 渡つ 

ふなつ き ふなで 

て 見る と、 二十 年の 昔に 変らず、 船 着の 岩 も、 船出の 

松 も、 確 に 覚えが ありました。 

しかし 九 歳で 越した 折 は、 爺さんの 船頭が いて 船 を 

扱いました つけ。 

きのうた だ たぐ のりあい 

昨日 は 唯 綱 を 手繰って、 一人で 越した です。 乗合 も 



話 は 前後に なりました。 

こども すずみ たたず むこう 

そこで 小児 は、 鈴 見の 橋に \ ィん で、 前方 を 見る と、 

なかぞら てのひら 

正面の 中空へ、 仏の 掌 を 開いた ように、 五本の 指の 

すくす く とむろ いしやま もや 

並んだ 形、 矗々 立った のが 戸室の 石山。 靄 か、 霧 か、 

うしろ よ あお 

後 を 包んで、 年に 二、 三度 好く 晴れた 時で ない と、 蒼 

あらわ すな わ 

く 顕れて 見えない のが、 即ち この 医 王 山です。 

そこ かね こどもごころ 

其処に この 山が あるく らい は、 予て 聞いて、 小児 心 

まいご 

にも 方角 を 知っていた。 そして 迷子に なった か、 魔に 

と ちいさの んき 

捉られ たか、 知れ もしない のに、 稚な者 は、 暢気 じ や 

ありま せんか。 

それが 既に 気が 変にな つていた からであろう も 知れ 



んが、 お腹が 空かぬ だけに，. 一 向 苦にならず。 壊れた 竹 

らんかん つかま かか 

の 欄干に 摑 つて、 月の 懸 つた 雲の 中の、 あれが 医 王 山 

はしいた 

と 見て いる 内に、 橋 板 を ことこと 踏んで、 

むこう びき よ もの 

向の 山に、 猿が 三疋 住み やる。 中の 小 猿が、 能う 物 

しゃべ こども はなお ゆ 

饒舌る。 何と 小児 ども 花 折りに 行くまい か。 今日の 寒 

ぼたん しゃくやく 

いに 何の 花 折りに。 牡丹、 芍薬、 菊の花 折りに。 一本 

さ みの みえ だ 

折って は 笠に 挿し、 二 本 折って は、 蓑に 挿し、 三 枝 

よえ だ 

四 枝に 日が 暮れて …… とふと 唄いながら。 …… 

何となく 心に 浮んだ は、 ああ、 向う の 山から、 月影 

に 見ても 色の 紅 な 花 を 採って 来て、 それ を 母親の 髪 

に 挿したら、 き つ と 病気が 復る に違いない と言う 事で 



こ こ むこうぎし ゆき どま 

て 此処 か ら 言う と 、 対岸 の 行留り の 雲の上ら しく 見 

こどもごころ ちょう さいわい 

えます から、 小児 心に 取って返し たのが 丁 ど 幸 と、 

わたしば ゆ いわぶ ち 

橋から 渡 場まで 行く 間の、 あの、 岩 淵の 岩 は、 人を隔 

いち とりで よ とむろ いしやま 

てる 医 王 山の 一 の 砦と 言っても 可い。 戸室の 石山の 

麓が 直に 流に 迫る 処で、 累リ 合った 岩石 だから、 路 

は 其処で 切れる です ものね。 

おおか t* - まだし 

岩 淵 を こちらに 見て、 大方 跣 足で いたでしょう、 す 

たす た 五 里 も 十 里も迪 つた 意 で、 正午 頃に 着いた のが、 

なるこ わたし 

鳴子の 渡 ご 



よ おじ どうし や ただし さき 

可し、 小 父が 同士に 行って 遣る ベい。 但、 この 前の 

わたし わたしもり とがめだて 

渡 を 一つ 越さねば ならぬ で、 渡 守が 咎立 をす ると 

面倒 じ や、 さあ、 負され、 と言うて 背中 を 向けた から 

かっぱ また さる こ おんぶ 

合羽 を 跨ぐ、 足 を 向う へ 取って、 猿の 児 背負、 高く 肩 

車に 乗せた ですな。 

うち せ とむろ 

その 中 も 心の 急く、 山 はと 見る と、 戸室が 低くな つ 

あざやか ふかみどり みおろ 

て、 この 医 王 山が 鮮明な 深翠、 肩の 上から 下に 瞰 下さ 

れ るよう な 気がしました。 位置 は 変って、 川の 反対の 

方に 見えて 来た、 なるほど 渡 を 渡らねば なリ ますまい _ 

おさ うしろ ふたつ さげ 

足 を 圧え た 片手 を 後へ、 腰の 両提 の 中 をち やら 

じさ ま ちんじゅ まつり 

ちゃら させて、 爺 様 頼ん ます、 鎮守の 祭礼 を 見に、 頼 



うな 雨の 中に、 ひひん と 馬の 嘶く 声。 

漸々 人の 手に 扶け 起される と、 合羽 を 解いて くれた 

ば あ ま ご うでぐみ 

の は、 五十ば かりの 肥った 婆さん。 馬士が 一 人 腕 組 を 

っッた かど みどり くろこ ま しずく 

して 突立って いた。 門の 柳の 翠 から、 黒 駒の 背へ I 卞 

くも ぎれ こずえ 

が 流れて、 はや 雲 切が して、 その 柳の 梢な ど は 薄雲の 

底に 蒼 空が 動いて います。 

とうふ もとで い 

妙な ものが 降り込んだ。 これが 豆腐なら 資本 入らず 

の し ちんじゅ さま おさ 

じ や、 それとも このまま 熨斗 を附 けて、 鎮守 様へ 納め 

ま ご て の ひら すいがら や 

さっし やる かと、 馬士は 掌 で 吸殻 を ころころ 遣る。 

ぬし あた リ 

主 さ、 どうした、 と 婆さんが 聞 くんです が、 四辺 を 

みまわ 

きよとき よと 朐 すば かり。 



ど こ こじき ひど 

何処から 出た 乞食 だよ、 とまた 酷い こと を 言います _ 

尤も 裸体が 渋紙に 包まれて いたん じ や、 氏素性 あろ 

うと は 思わぬ はず。 

きもの おやじ ただく や 

衣 物 を 脱がせた 親 仁 はと、 唯 悔しく、 来た 方 を 眺め 

ると、 脊が 小さい から 馬の 腹 を 透かして 雨上りの 松 並 

あおだ へ リ しらさぎ なわて 

木、 青田の 縁の 用水に、 白鷺の 遠く 飛ぶ まで、 啜がず つ 

と 見渡されて、 西日が ほんのり 紅い のに、 急な 大雨で 

ゆきき 

往来 もばったり、 その 親 仁ら しい 姿 も 見えぬ。 

あまり ひも じゅ 

余の 事に しくしく泣き 出す と、 こり や 餒 うて 口 

あきない もの ぜに 

も 利け ぬな、 商売 品で 銭を嚙 ませる ようじ やけれ ど、 

ふる も や きたな えんだい 

一つ 振舞うて 遣ろ かいと、 汚い 土間に 縁台 を 並べた、 



こういう 澄み渡った 月に 眺めて、 その 色の 赤く 輝く 

はじめ 

花 を 採って 帰りたい と、 始 てこの 人なら ばと 思って、 

うちあ しばら ひとみ す 

打明けて 言う と、 暫く 黙って 瞳 を 据えて、 私の 顔 を 

見て いたが、 月夜に 色の 真紅な 花 —— きっと 探し ま 

よ よ おもい あと 

しょうと 言って、 可し、 可し、 女の 念で、 と 後 を 

言い足し たです ね。 

あくるばん よ ふ もと 

翌晚、 夜更けて 私 を 起します から、 素より こっち も 

ところ したく 

目 を 開けて 待った 処、 直ぐに 支度 をして、 その 時、 帯 

し ひっかけ さっき は 

をき りり と^めた、 引掛 に、 先刻 言い ましたね、 刃 を 

てぬぐい ちょう 

手拭で くるくると 巻いた 鎌 一 挺。 

それから 昨夜の、 その 月の 射す 窓から 密と 出て、 



にお 探し 申しましょう ご 

「それでも 私 は 月の出る の を 待ちます つもり。 その 

花 籠に さえ 一 杯に なったら、 貴女 は 日 一 杯に 帰る で 

しょう。」 

いいえ ゆきかえ リ 

「否、 いつも 一人で 往復し ます 時 は、 馴れて 何とも 

なま つれ 

思いませんで ございました けれども、 慜 じお 連が 出来 

さび 

て 見ます と、 もう 寂しく つて 一 人で は 帰られません か 

ごい つし よ 

ら、 御 一所に お帰りまで お待ち 申しましょう。 その 

代 どうぞ 花 籠の 方 はお 手伝い 下さい ましな ご 

「そり や、 いうまで もありません。」 

ところ 

「そして まあ、 どんな 処に ございまし たえ。 I 



です。 

それにつ けても、 恩人 は、 と 思う。 娘 は 山賊に 捕 わ 

こどもごころ かた いいつ 

れた事 を、 小児 心に も 知っていた けれども、 堅く 言 付 

けられて 帰った から、 その 頃 三ケ国 横行の 大賊 が、 つ 

とな リ うち なんに 

い 私 どもの 隣の 家へ 入った 時 も、 何も 言わないで 

黙って いました。 

ふたまた とむろ 

けれども、 それから 足が 附 いて、 二 俣の 奥、 戸室の 

ふもと つ きょうぞく こも 

麓、 岩で 城 を 築いた 山寺に、 兇賊 籠る と 知れて、 ま 

ら そつ とリ かた たにんず かくれが 

だ邏卒 といった 時分、 捕 方が 多人数、 隠 家 を 取 巻いた 

まっただなか おやじ 

時、 表門の 真只中へ、 その 親 仁 だと 言います、 六尺 一 

まるはだか きゃはん わらじ ひきし 

つの 丸裸 体、 脚絆 を 堅く、 草鞋 を 引 X め、 背中へ 十 文 



に、 鈴 見の 橋の 上まで 来て は、 こちら を 拝んで 帰り 帰 

リ したです が、 母が 亡な りました 翌年から、 東京へ 修 

行に 参って、 国へ 帰った の は漸と 昨年。 始終 望んで い 

あと のぼ とりまぎ 

ました この 山へ、 後 を 尋ねて 上る 事が、 物に 取 紛れて 

うち もうしわけ 

いる 中に、 申 訳 もない 飛んだ 身勝手な。 

また その 薬 を 頂かねば ならない ようにな つたです。 

たぐいす くな いけに-尺 

以前 は それが ために 類 少 い 女 を 一 人、 犠 にした く 

らいです から、 今度 は 自分が どんな 辛苦 も 決して 厭わ 

ない。 いかにもして その 花が 欲しいです がご 

うち たた 

言う 中に 胸が 迫って、 涙を湛 えたた めば かりで ない。 

ここ ろづ 

ふと、 心 付く と 消えた ように 女の 姿が 見えな いのは、 
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